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１.   組織の概要
（1）事業者及び代表者

FCR株式会社

代表取締役　　渋谷　弘

URL　：www.fcr-corporation.co.jp

（2）所在地

東京都大田区田園調布3-41-2

（3）環境管理責任者及び担当者連絡先

環境管理責任者　小竹　由起子

連絡先：TEL　03-5483-0010　　FAX　03-5483-0888

Email ：yukiko.odake＠fcr-corporation.co.jp

（4）事業内容

鉄道伏び維持管理トータルサービス

鉄道設備維持管理に関する技術調査・研究開発

鉄道土木・建築に関する商品販売

抗ウイルス・抗菌事業

各種セミナー

（5）事業の規模

設立年月日　 2002年5月17日

売上額 153百万円（2021年度2021年8月1日～2022年7月31日）

総従業員数　 7人(役員含む）

事業所延床面積　　92.23㎡

（6）対象期間

全社員が対象となり活動

取り組み期間 2023年5月～7月（3ヶ月）

(７)登録事業者名 ＦＣＲ株式会社

    登録範囲 東京都大田区田園調布3-41-2　FCR㈱
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２．環境経営方針

FCR株式会社の環境経営方針

基本理念

FCR株式会社は「安全・安心な鉄道インフラの実現」、「持続可能な地球環境

の実現」、「地域発展に貢献」、「安心して働くことができる職場」、の4つの

テーマを掲げ社会課題解決に向けて貢献していきます。

【環境理念】

FCR株式会社は環境保全のため、自主的かつ積極的に環境への取り組みを

継続的に推進します。

【行動指針】

・ 環境関連法規などの遵守を誓約する。

・ 環境目標を定め、定期的に見直しをして、継続的改善に努めます。

・ ＰＥＴボトルや高炉スラグを再利用した商品などの販売促進に取り組みます。

・ エネルギー使用量削減に努めます。

・ 水使用量削減に努めます。

・ SDGｓの取り組みを、積極的に取り組みます。

・ 環境に配慮した事務用品を使用します。環境負荷低減に取り組みます。

2023年4月20日制定

FCR株式会社

代表取締役　　渋谷　弘
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３．（基準年の環境負荷と）環境経営目標

kg-CO2

2,056

kWh

計量なし

18.96

m3

＊１　決算年度が8月から7月となっている

＊2　電力の調整後の二酸化炭素排出係数(東京電力エナジーパートナー2021年度）：0.451kg-CO2/kWh

＊3　廃棄物排出量は2021年度計量なしの為基準値とできなかった。そのため運用3ヶ月実績（58.5㎏）

　を基準値とした。通年実績値は運用3ヶ月を4倍したものを年度基準値（234㎏）とした。

＊4　電力／水道量の負担割合は建物の事務所割合床面積の２４％として計算

＊5　対象製品：ﾅｸｻR-PET、草ﾃﾞﾝ土

①電力使用
　　量削減＊4

1,930

2023年度 2024年度

2%削減

中期目標（通年）

2023年度
5月～7月

3%削減1%削減

年度目標

3%削減

環境経営目標

基準（実績）

１．ＣＯ２削減
　　　　　　　　　＊2

2022年度
（通年）

322

２．一般
　　廃棄物排
　　出量削減

計量なし

1,978

3%増加

128.8

4,519

kg-CO2

1%削減

kg-CO2

4,566

2%削減

kWh

227.0

128.2

10,021

kWh kWh

10,331

2%削減

2,035

kWh

㎏

m3 m3

3%削減基準値＊3

58.5

万円

㎏

万円 万円

1,988

2.5%増加

328

1.5%削減

2%増加

1%削減

18.77

㎏

m3

229.3

918

kg-CO2

2%削減

10,124

５．環境配慮
　製品売上増
              ＊5

2021年度
＊1

（通年）
2022年

5月～7月

4,659 927

kg-CO2

130.8
３．水資源投
入量削減＊4

m3

万円 万円
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4．環境経営計画に基づき実施した取組内容・実施体制
4-1取組内容

環境経営計画 環境経営計画に基づき実施した取組内容

１．ＣＯ２排出量の削減 ・電力使用量削減

・業務効率化

①電力使用量の削減 全従業員による通年の取り組みとする

・ エアコンの温度管理 ・ 夏季：２８℃、冬季：２１℃を目途とする

・ 空調と扇風機、ｻｰｷｭﾚｰﾀを併用 ・ ｻｰｷｭﾚｰﾀ併用で事務所内温度の均一化

・ 不在時消灯の徹底 ・ 昼食時、事務所不在時にはこまめに消灯

・ エレベータを極力使用しない

・ クール＆ウォームビズを推進

２．廃棄物排出量の削減 全従業員による通年の取り組みとする

・ 可燃ごみ量の軽減 ・ 段ボール梱包材などの再利用

・ 資源ごみ、梱包材の見直し ・ 印刷物は集約、両面印刷など排出時工夫

・ コピー機使用量軽減

・ グリーン商品購入の心掛け

３．水使用量の削減 全従業員による通年の取り組みとする

・ 生活用水の節水意識の高揚 ・ 洗面所、給湯場に節水メモを貼付

常に節水意識をわすれないようにする

4．環境配慮製品の売上増 営業担当者による継続的推進活動を行う

・ 再生素材使用商品の拡販構築 ・

・

ペットボトル再利用したリサイクル防草シート
「ナクサR-PET」の拡販

石油由来材料や有機材料を含まない高炉
スラグを再利用した防草土「草デン土」の拡販
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4-2実施体制

1 環境管理責任者の任命

2 環境経営方針の制定

3 エコアクション２１を運用し、維持するための経営資源を準備

4 代表者による全体評価と見直し、指示

5 環境経営レポートの承認

6 経営における課題とチャンスを整理し、明確にする

1 環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善

2 全社員への環境経営システムの実施状況報告

3 業務・役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画・実施

4 関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底

5 環境関連文書及び記録の作成・整理

6 環境活動実績の確認・評価

7 環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

8 環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

9 環境活動の実績集計、環境関連法規等取りまとめ表の作成

10 環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

1 環境経営方針を理解し、環境経営計画に従って活動

役割・責任・権限

従業員

従業員

環境管理責任者
小竹　由起子

環境管理責任者

代表者

代表者

渋谷　弘
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5．取組結果とその評価及び次年度の取組計画
5-1運用期間中の取組結果と評価

環境経営計画

１．ＣＯ２削減

①電力使用量削減

２．廃棄物排出量削減

３．水使用量削減

4．環境配慮製品の

　　売上増

ﾅｸｻR-PET/草ﾃﾞﾝ土

○：目標達成、×：目標未達

5-2　次年度の環境経営目標及び環境経営計画

2023年度環境経営目標については3項の中期環境経営目標に示す。

また環境経営計画については4.1項の取組内容を概ね引き継で実行する。

kg-CO2

取組結果とその評価（23年5月～7月）

区分

達成

・不在時消灯の常習化

kg-CO2
空調の温度管理徹底でCO2削減が

1,849
110% 〇

・空調の温度管理を徹底、ｻｰｷｭﾚｰﾀ
　併用等で快適に過ごせる温度にした

できたと思う
〇

取組み結果と評価

―

拡販活動に力を入れた

× ・登録認証後の1年間の運用の結果を見
て、今後の目標等の見直し

・環境配慮製品をアピールし、

・節水メモで社員の意識改革

・従業員の節水意識は浸透している

〇

・印刷物を抑えるよう徹底した

・段ボール等の再利用を周知

60
㎏

―

達成率

110%

実績

834918

万円

789

目標値

2,035

97%

kWh kWh

―

m3 m3

19.418.8

万円
241%

328
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６．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

適用される主な環境関連法規等は次のとおりである。

適用される事項（施設、物質、事業活動等）

一般廃棄物

業務用エアコンの簡易点検

テレビ、冷蔵庫

携帯電話機

環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反・訴訟はありません

でした。なお、関係当局よりの違反等の指摘は過去ありません。

７．代表者による全体評価と見直しの結果

社員一同が環境活動を実施し、意識向上が図られた。

（3ヶ月運用期間前後で取組の自己チェック表のスコアを比較したところ、128/218から158/218に上昇した。）

廃棄物削減、リサイクル率の向上については意識して行動ができた。

環境保全取組については、継続的に進めていきます。

資源の有効活用・利用効率向上を目指していきます。

環境に配慮した商品の拡販を積極的に進めていきます。

廃棄物処理法

フロン排出抑制法

適用環境関連法規等

毒物及び劇物取締法

家電リサイクル法

小型家電リサイクル法

毒物劇物に該当する商品を取扱う為
「毒物劇物一般販売業登録」(6年毎更新）

遵守評価

〇

〇

〇

〇

〇
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